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① 青本（新典社刊 萩谷朴編の影印本 昭和 43 年初版） 
② 定家本（育徳財団刊 尊経閣叢刊の複製本 昭和 3 年） 
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［表１］ 






み江   １ 
見え   ５  見盈 １
見え   ３ 
みへ   ６ 
みへ   １ 

















きこえ  １ 
きこへ  ２ 
きこへ  １ 






た江   １ 
たえ   ２ 
たへ   ４ 
たへ   ３ 
たへ   ５ 
 ＜合計＞     16 語     32 語 
 
 この表から、いくつかの重要な事柄が見えてくる。まず第一に、本来はヤ行の「え」である部分
がハ行の「へ」で表記されている割合が極めて高いことである。ｅ・ye と書かれた 16 語に対し、
丁度２倍の he 表記が出現している。しかも、「恣意的な書き換え」が多いといわれる定家本（この
点については後述する）を除くと、ｅ・ye と he の比率は、実に前者５語に対し後者は 27 語とな
り、前者の６倍近くとなる。一体、誤読される可能性が正しく読まれることの６倍近くになる表記
などすることがあろうか。 
 次に、ｅ・ye と書かれた 16 語にしても、正しくヤ行の「江」を書いたものは青本に見るたった
の 2 例である。残りの表記は、実はア行の「え」に属する仮名ばかりである。ここにはヤ行の「江」
とア行の「衣」との問題が露呈していることになるが、この事も後に詳しく論じたい。 
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 ２月５日  （１）すみのえのまつよりさきに 
（２）すみのえにふねさしよせよ 





 （１） （２） （３） 
青 本 須みの江 須みの江① 数みの江② 
定 本 住の衣④ 数みの衣④ 数みの江 
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 『土左日記』には、ア行下二段活用の動詞「得」は、二回出現する。 
  １月 20 日 心をや聞きえたりけむ 
  ２月 16 日 物も絶えずえさせたり 
 この部分について調べてみると、青本も定本も西本も全て「衣」または「え」と表記されている。 
 また、活用はしないが、可能の副詞「え」について調べてみると次の 12 例は全てア行の「え」
に当たる「衣」「え」「盈」で表記されており、ヤ行の「え」（「江」）で書かれているものはない。 
  12 月 26 日 これにえ書かず 
  12 月 27 日 人々もえ耐へず 
  １ 月 １日 え飲まずなりぬ 
  １ 月 ４日 え出でたたず 
  １ 月 ４日 なほしもえあらで 
  １ 月 ９日 えまさらず 
  １ 月 18 日 えしらぬ花 
  １ 月 18 日 人みなえあらで 
１ 月 18 日 え学ばず 
１ 月 18 日 えよみすゑがたかるべし 
２ 月 ４日 日もえ計らぬがたゐ 





見るが（注⑥）、平安時代に入ってから広がり、10 世紀後半から 11 世紀初頭にかけて一般化したと
いう。（注⑦） 『土左日記』においても、その例を一語みることができる。 





  １月 ７日 白馬
あをむま
をおもへど 
１月 ９日 かくおもへば 
  １月 ９日 なにともおもへらず 
  １月 21 日 ちちははありしとおもへば 
  １月 26 日 いつしかとおもへばにや 
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  ２月 １日 きく人のおもへるやう 
  ２月 １日 よしとおもへることを 
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① 日本教育大学院大学紀要『教育総合研究』第２号＜研究ノート＞ P.145 
② 例えば、『図説 日本の漢字』（大修館書店 平成 10 年）、雑誌「書に遊ぶ」（とまと 平成 13 年 9 月号）、
雑誌「芸術新潮」（新潮社 平成 18年 2月号）等 
③ これは「ひとのいへに」と書かれた詞書きの部分の「へ」に当たる文字である。 
④ 橋本進吉『国語音韻の研究』P.80（岩波書店 昭和 25年） 










語学要説』P.30（朝倉書店 昭和 48年） 
⑦ 注⑤の P.29、注⑥の P.31 による。 
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⑧ これについては＜研究ノート＞で馬淵和夫博士説を紹介済みである。 
⑨ 新典社版『影印本土左日記』（新訂版）解説 P.11 昭和 43年 
⑩ 「女文字」という隠し意味については、小松英雄博士の卓見が発表されている。 
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Research Paper 
Features of Kana Expressions in Tosa Nikki : 




In a research note in the previous issue of this journal, I pointed out two problems with 
kana expressions in Tosa Nikki, or Tosa Diary, in the Seikei-Shookubon version.  In this 
research paper, I focused on the first problem, that is, the confusion of “e” in “ya-gyo” and “he” 
in “ha-gyo.”  I researched this problem and made a case that confusion already occurred in the 
original work of Tosa Nikki, handwritten by Kino Tsurayuki. 
Key words: Tosa Nikki, “e” in “ya-gyo”, “i” in “a-gyo”, “he” in “ha-gyo” 
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